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〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

一般質問

　
　

深
谷
市
の
地
域
特
性
や
、
メ
ー
ン
テ
ー

マ
で
あ
る
観
光
と
農
業
振
興
が
全
く
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
「
り
そ
な
財
団
」
の
報
告
書
の

委
託
料
と
分
析
に
対
す
る
市
の
評
価
は
。

　
　

委
託
料
は
52
万
５
千
円
で
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
大
筋
評
価
し
て
い
る
。

　
　

報
告
書
で
は
売
り
場
面
積
、
年
間
売
上

げ
や
利
益
、
税
収
予
測
、
来
場
者
や
従
業
員

ま
で
具
体
的
な
数
字
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

店
舗
数
や
駐
車
台
数
な
ど
重
要
な
部
分
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
。

　
　

店
舗
数
は
、
当
初
は
１
２
０
程
度
、
最

終
的
に
１
８
０
程
度
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
　

公
共
ゾ
ー
ン
の
施
設
と
し
て
、
農
産
物

直
売
店
（
年
間
売
上
げ
２
億
２
千
万
円
）
と

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
（
同
６
千
８
百
万
円
）
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
市
の
発
想
な
の
か
。
今
後
、

公
共
ゾ
ー
ン
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
駅
前
広
場
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　

現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

除
外
・
転
用
に
は
地
権
者
の
同
意
形
成

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
現
状
は
。

　
　

６
月
５
日
に
地
権
者
会
が
発
足
し
た
。

　
　

拠
点
整
備
に
36
億
円
の
税
金
投
入
の
試

算
が
示
さ
れ
た
が
、
地
域
活
性
化
の
事
業
で

あ
れ
ば
、
ま
ず
観
光
と
農
業
振
興
に
つ
い
て

議
論
し
、
施
設
の
方
向
性
を
模
索
す
べ
き
だ

が
、
そ
れ
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
業
者
の
た
め
の
税
金
投
入
と
受

け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
民
間
企
業
の
進
出
で

あ
れ
ば
、
企
業
が
応
分
の
費
用
負
担
や
危
険

負
担
を
負
う
べ
き
と
の
声
も
多
い
。
市
は
、

進
捗
状
況
を
責
任
持
っ
て
市
民
に
説
明
す
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　

農
林
調
整
中
の
た
め
具
体
的
な
例
示
は

控
え
る
が
、
活
性
化
の
施
策
を
検
討
中
。

問答問答問答問答問

答

Ｑ
Ａ

経
過
説
明
が
全
く
な
い
花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は

順
調
に
進
ん
で
い
る

田た

嶋じ
ま　
　

均ひ
と
し

　
　

市
有
施
設
の
屋
根
等
を
事
業
者
に
貸
し

出
し
太
陽
光
発
電
事
業
を
実
施
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
候
補
者
の
決
定
が
昨
年
11
月
。
以

後
、
協
定
締
結
取
り
ま
と
め
状
況
は
。

　
　

本
年
４
月
、
２
者
と
小
中
学
校
２
校
に

お
い
て
、
20
年
間
の
協
定
締
結
に
至
っ
た
。

20
年
間
で
使
用
料
約
３
百
万
円
、
固
定
資
産

税
約
２
百
万
円
の
収
入
見
込
み
。
夏
休
み
期

間
で
設
置
工
事
を
実
施
す
る
。

行
政
改
革
、
中
長
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

　
　

行
政
改
革
メ
ニ
ュ
ー
・
目
標
値
を
明
確

に
し
、
見
直
し
進
行
管
理
体
制
の
再
構
築
を
。

　
　

総
合
振
興
計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
中

に
位
置
づ
け
、
行
政
評
価
で
指
標
と
目
標
値

を
設
定
し
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

合
併
算
定
替
が
期
限
切
れ
の
後
、
５
年

間
で
増
額
分
は
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
。
総

合
計
画
、
財
政
見
通
し
、
行
革
は
し
っ
か
り

と
連
動
し
、
市
民
と
共
有
す
べ
き
で
あ
り
、

中
長
期
財
政
基
本
計
画
策
定
と
開
示
を
。　
　

　
　

単
年
度
の
財
政
健
全
性
を
維
持
し
つ
つ

中
長
期
的
に
も
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う

観
点
か
ら
も
財
政
計
画
を
策
定
す
る
。
毎
年

約
20
億
円
の
割
増
交
付
を
受
け
て
お
り
、　　
　
　
　 地

方
交
付
税
へ
の
依
存
度
が
高
い
本
市
へ
の

影
響
は
大
き
く
、
歳
出
適
正
化
・
歳
入
確
保

策
へ
一
層
努
力
し
て
い
く
。

固
定
資
産
台
帳
整
備
を
求
め
る

　
　

総
務
省
公
会
計
研
究
会
の
報
告
書
で
は
、

固
定
資
産
台
帳
整
備
と
複
式
簿
記
導
入
を
求

め
て
い
る
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

活
用
を
念
頭
に
台
帳
整
備
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
　

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
現
状
、

各
部
署
に
て
資
産
管
理
し
一
元
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答

問答

Ｑ
Ａ

市
有
施
設
屋
根
貸
し
太
陽
光
発
電
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

２
者
と
２
校
に
お
い
て
20
年
間
の
協
定
締
結
に
至
る

三み

田た

部べ

恒つ
ね

明あ
き

11

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
７
３
ー
６
５
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

一般質問

 4 月 8 日
  24 日

 5 月 16 日

  22 日

  23 日

  26 日

 6 月 2 日
  6 日
  10 日
  11 日
  12 日
  13 日
  18 日
  19 日
  24 日

(火)
(木)

(金)

(木)

(金)

(月)

(月)
(金)
(火)
(水)
(木)
(金)
(水)
(木)
(火)

●主な行事（平成 26年４月～６月）
月日・曜日 行　事　内　容

小学校・中学校入学式
深和会行政視察　～ 25日
●山梨県甲府市、長野県岡谷市
　 新庁舎建設について
　 市民総参加のまちづくり事業について

公明党行政視察
●茨城県つくば市
　 公民館機能について
議員クラブ市内企業視察
●サン電子工業
●赤城乳業
公明党行政視察
●川越市
　 生涯学習基本計画について
議会運営委員会

議会開会、議案説明
議案質疑
市民産業委員会
福祉文教委員会
環境都市委員会
総務委員会
一般質問
一般質問
採決、閉会

　
　

こ
の
交
差
点
は
旧
１
４
０
号
線
の
幅
員

が
幅
広
く
、
信
号
機
が
な
い
た
め
、
高
齢

者
、
通
勤
者
、
加
え
通
学
児
童
ら
が
左
右
の

車
両
の
速
度
、
距
離
等
見
定
め
て
猛
ス
ピ
ー

ド
で
ダ
ッ
シ
ュ
し
渡
る
。
し
か
し
車
両
等
の

ス
ピ
ー
ド
を
読
み
誤
り
道
半
ば
で
立
ち
往
生
、

加
え
秩
父
方
面
か
ら
は
緩
い
坂
で
車
両
の
ス

ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
。
そ
れ
は
危
険
で
あ
る
。

古
い
こ
と
わ
ざ
に
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
あ
る
。

大
切
な
尊
い
生
命
、
事
故
が
発
生
す
る
以
前

に
信
号
機
（
押
ボ
タ
ン
）
の
早
期
設
置
を
こ

い
ね
が
う
。

　
　

既
に
現
地
を
つ
ぶ
さ
に
捉
え
て
い
る
。

信
号
機
設
置
要
望
に
つ
い
て
は
随
所
に
あ
る
。

引
き
続
き
、
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
て
い

く
。

　
　
「
舞
台
は
富
岡
、
主
役
は
深
谷
の
三
偉

人
」
日
本
近
代
資
本
主
義
の
父
渋
沢
栄
一
翁

主
家
「
中な
か

のん

家ち

」、
諸
々
の
遺
産
を
市
内
外

に
知
ら
し
む
る
事
は
我
市
の
責
務
、
恒
久
的

標し
る
べを

随
所
に
設
置
さ
れ
た
い
。
花
園
拠
点
整

備
の
進
捗
を
お
も
ん
ぱ
か
れ
ば
、
来
訪
者
の

立
寄
り
に
も
役
立
つ
。

　
　

現
在
、
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群

が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が

高
ま
り
、
渋
沢
栄
一
翁
と
論
語
の
里
エ
リ
ア

の
関
連
施
設
に
お
い
て
も
、
来
場
者
が
増
加

し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
仮
設

案
内
板
を
設
置
し
、
対
応
し
て
い
る
。
今
後

は
、
議
員
お
話
の
と
お
り
、
来
場
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
多
く
の
方
に
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
効
果
的
な
場
所
へ
の

案
内
板
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問答問答 Ｑ
Ａ

秩
父
鉄
道
明
戸
駅
入
口
交
差
点
へ
信
号
機
早
期
設
置

所
轄
の
寄
居
警
察
署
へ
強
く
要
望
し
て
い
く

永な
が

田た　

勝か
つ

彦ひ
こ

市
民
協
働
の
指
針
ま
と
ま
る

１
、
市
民
協
働
と
は

　

住
民
等
と
行
政
が
、
相
互

の
立
場
や
特
性
を
認
識
・
尊

重
し
な
が
ら
、
共
通
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
協
力
し

て
活
動
す
る
こ
と
。

２�

、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
と
は

　

市
民
・
市
民
団
体
・
事
業

者
・
行
政
が
総
力
を
結
集
し
、

「
住
み
よ
い
、
魅
力
的
な
ま

ち
」
を
目
指
す
。

　

深
谷
市
総
合
振
興
計
画
の

基
本
方
針
「
市
民
の
元
気
が

や
く
ど
う
す
る
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
、
市
民
協
働
を
推

進
し
て
い
く
。

�

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
と

メ
ヂ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
今
後

　

施
設
の
老
朽
化
と
耐
震
性

の
問
題
か
ら
、
建
て
替
え
等

の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
程
今
後
の
方
針
が
示
さ

れ
、
２
つ
の
施
設
の
機
能
を

再
編
し
、
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
効
率
性
が
高
ま
り
、
相

乗
効
果
を
図
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

議
員
全
員
協
議
会 

�
主
な
報
告
事
項
�

明戸駅入口交差点

合
併
算
定
替
に
よ
り
交
付
さ
れ
る

普
通
交
付
税
額

合併算定替による普通交付税の増加額
（20億円）

合併後の本来の普通交付税額

合併時 5 11

11年度目以降は、段階的に減額

0.9
0.7

0.5
0.3

0.1

12 13 14 15 16年度目

普通交付税の算定の特例（合併算定替）

市総合健診センター


